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【緒言】 

一般的に人々はストレスを抱えると自ら

リラックスできる方法を使って癒しを得よ

うとする。その種類は飲食や運動、趣味に

打ち込むなど様々である。動物から癒しを

得る手段の１つにアニマルセラピーという

のがある。漆原によると、アニマルセラピ

ーという言葉は本来であれば、何らかの疾

患や心理的問題に対する治療と言う意味を

持つが、現状アニマルセラピーという言葉

は、動物と触れ合う事でもたらされる癒し

やリラックス、気分転換なども含まれてい

る。さらに短期的なポジティブな効果が示

唆され、またその効果は軽い運動などを伴

うレクリエーションによる効果の代替とな

りうる可能性が示されている¹⁾。また、山

本らは、「看護技術の 1 つであり、相手の身

体に直接手で触れて行われるケアとして触

れるケアというものがある。」と報告してい

る。この触れるケアは疼痛緩和や不安の軽

減、リラクゼーションにつながり快の感情

を引き出す効果がある。さらに副交感神経

を優位にし、免疫力を高めひいては自然治

癒力を高めることに通じるとしている²⁾。 
 本研究の目的は触れるケアはは癒し効果

に有効であるのか、また、アニマルセラピ

ーにおいて個人の好き嫌いは癒し効果に影

響するのか検証する事である。 
 

【対象】 
長崎大学医学部保健学科学生に協力して

もらい、事前に猫の好き嫌いについて調査

を行った。その後、猫好きと猫嫌いの年齢・

男女比を考慮し、ランダムに選出した、猫

好き 15 名、猫嫌い 15 名、うち男性 10 名、

女性 20 名、平均年齢 21.4±2.6 歳の計 30
名に協力を得た。 
 

【方法】 
⑴使用機器 

Galvanic Skin Reflex:皮膚電気反射 （以

下 GSR）による皮膚電気抵抗値（Volt）を

測定する。GSR は手掌や手指の 2 点間に微

弱な電流を＋からーへ流し、精神性発汗に

よる皮膚の電気抵抗変化を測定する。安静

状態より数値が上昇すると副交感神経優位

となり癒しとなる。また発汗により電気抵

抗が大きくなるため数値が下がる。数値下

降すると交感神経優位となりストレスがか

かっている状態になる³⁾。 
動画は 2 分間の映像を作成し、100cm 離

した机上のパソコンから流した。毛布は猫

の毛並みに似たものを選び、触りながら動

画を視聴してもらう。触り方は指定せず、

猫を撫でる感覚で触ってもらうよう指示し

た。 

 
図１ 実際に使用した毛布 



⑵環境調節 

 

図 2 手掌に＋の電極、前腕に－の電極を

装着。 
被験者には椅子に座ってもらい、左前腕

部に GSR を装着する。左上肢は前腕回外位

で机上に置いてもらい、GSR を左中指 MP
関節 2 ㎝下 1 か所、前腕長近位 1/3 に 2 か

所に電極を装着する³⁾。実験中は動かさな

いように指示をした。また、空調を 26℃に

保った外部音の影響を受けない静かな実験

室にて実施した。 
 

⑶実験手順 
課題１を動画を視聴のみとし、課題 2 で

は猫にみた毛布を動画を視聴しながら触っ

てもらった。実験開始時と動画の終了後に

はそれぞれアンケート調査を実施した。こ

れら 2 つの課題は、ランダムで行った。 
 

 
図 3 課題手順 
 
 
 

【仮説】 

実験における癒しを「副交感神経が有意

である」こと、「皮膚電気抵抗値が安静状態

より上昇する」ことと定義づけた。よって 
実際に触れることで癒し効果は増すのかと

いう問題に対し、触覚刺激を加えることに

より、更に副交感神経に影響を与え、癒し

効果を増すことが出来るのではないかと考

えた。また、猫の好き嫌いは癒しに影響す

るのかという問題に対しては、好む場合は

副交感神経優位に働き、苦手である場合は、

変化しない又は交感神経に影響を及     

ぼすのではないかと考える。 
 

【結果】 
⑴安静時と課題遂行時による比較 
図 4 より課題 1 において、安静時は

13.0Volt、課題 1 遂行時は 0.39Volt であっ

た。また、課題2においては安静時13.9Volt、
課題 2 遂行時は 0.37Volt であり、どちらの

課題も有意差が認められた。 
 

⑵課題別による比較 
 図 5 より課題 1 は 0.39Volt、課題 2 は

0.37Volt であり、有意差は認められなかっ

た。 
⑶猫の好き嫌いの比較 
 図6より課題1において猫好き0.38Volt、
猫嫌い 0.4Volt、課題 2 においては猫好き

0.39Volt,猫嫌い 0.35Volt であり、両課題に

おいて、猫の好き嫌いによる有意差は認め

られなかった。 
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図 1 安静時と課題遂行時による比較 
 

 

図 2 課題別による比較 

 
図 3 猫の好き嫌いの比較 
 

【考察】 
⑴実際に触れることで癒し効果は増すのか。 
結果より動画を見ることで数値が低下し

ていることが分かりる。これにより交感神

経優位に作用し、リラックスはできなかっ

たのではないかと考えられる。しかし、両

課題での有意差は見られなかった。この研

究結果からは、触覚刺激を加えても自律神

経には大きな影響を与えなかったのではな

いかと考えられる。 
この原因の１つとして環境が影響を与え

ていたのではないかと考えた。被験者とい

う精神的に負担のかかった立場や閉ざされ

た部屋でこと、癒しを強要されるなど慣れ

ない環境ではストレスがかかり、交感神経

が優位に作用したのではないかと考える。

先行研究から能動的に画像を見ると交感神

経優位になることが報告されおり⁴⁾、今回

の実験では被験者の希望ではなく動画を視

聴してもらったので交感神経優位に働いた

のではないかと考える。 
また毛布と本物の猫との違いも考えれる。 

小林の研究より、人の脳においてぬいぐる
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みと比較し、本物の猫への接触は下前頭回

を活性化されると報告されている⁵⁾。この

下前頭回とは表情やジェスチャーを見た時

に活性化するため、課題別の結果より猫に

見立てた毛布では、下前頭回が活性されに

くく、有意差が見られなかったと考える。 
⑵猫の好き嫌いは癒しに影響するのか 
実験結果からは猫の好き嫌いでは、有意

差が見られなかった。山城らは「好き」も

しくは「嫌い」の意識が強いと交感神経皮

膚反応出現率は高いと報告しており⁶⁾、ど

ちらも交感神経が優位に作用していること

から猫好きは好きなものを見ると興奮し、

猫嫌いは嫌悪感が働くために交感神経が働

くのではないかと考えた。 
 

【まとめ】 
⑴実際に触れることで癒し効果は増すのか 
動画を視聴することで有意差は出たもの

の、触覚刺激による有意差は見られなかっ

た。緊張度の高い環境で実験を行ったため

に交感神経が優位に働いていたことや本物

の猫ではなかったために副交感神経が作用

しなかったことが影響していたと考える。 
⑵猫の好き嫌いは癒しに影響するのか 
どちらも交感神経が優位に働き、好き嫌

いによる有意差は見られなかった。 
今回の研究では安心できる環境設定と実

物の猫で実験を行うということに改善点が

必要である。また、副交感神経の影響をよ

り詳しく知るために、安静時のデータを長

くとること、作業遂行時は交感神経が高ま

るため、作業後の安静状態に戻るまでの時

間を計測すること、先行研究より撫でる回

数でも自律神経に影響を及ぼすため、撫で

る様子を三脚とカメラを用いて撮影する必

要があると考える。更に今回の実験では「癒

し」や「好きと嫌い」の定義に個人差があ

ったために明確なデータを収集することが

難しかったのではないかと思う。 
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